
発　　　行　風 間 浦 村 役 場

編　　　集　総　    務  　  課

HPアドレス　http://www.kazamaura.jp/

印　刷　所　青森コロニー印刷

１、 わたくしたちは、 きまりを守り、 親切で明るい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 仕事に喜びをもち、 豊かな村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 青少年に希望を老人に生きがいを、 そして心

のあたたかい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 自然を愛し、 花と緑の美しい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 常に知識を求め、 スポーツに親しみ、 楽しい

村をつくります。 

▲

村民憲章 ▲

月号

第423号

　２～３ 村長・村議会議員選挙結果

　４～５ 平成21年度財政状況等一覧の公表

　６～７ ニューフェイスの紹介

　８～10 お知らせ

　　11 年金だより

　　12 社協だより

　　13 健康だより

　14～15 わだい

　　16 はじめまして、戸籍の窓

▲

今月の内容 ▲
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5

いっぱい採れた!!　　　　「かまやふのり採り」からの一幕
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村
長
選
挙
に
は
新
人
３
名
が

立
候
補
し
、
村
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
つ
い
て
は
８
名
の
定
員

に
対
し
て
現
職
６
名
、
新
人
２

名
、
元
職
１
名
の
計
９
名
が
立

候
補
し
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
、
投
開
票
が
行
わ

れ
、
投
票
率
８
５
・
６
２
パ
ー

セ
ン
ト
と
前
回
の
９
２
・
２
５

と
比
較
し
て
６
・
６
３
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
ま
し
た
。

　

投
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（風間浦村長及び議会議員一般選挙ともに同数）投 票 の 状 況

村長に 飯田　浩一 氏
村議会議員は新人２人がトップ当選

第17回統一地方選挙
風間浦村長・風間浦村議会議員一般選挙

職員に迎えられ初登庁する飯田村長

投　票　区 選挙当日有権者数 投票者数（人） 投票率（％） 棄権者数（人）

第　１

（中央公民館）

男 310 248 80.00 62

女 298 264 88.59 34

計 608 512 84.21 96

第　２

（下風呂公民館）

男 238 190 79.83 48

女 271 227 83.76 44

計 509 417 81.93 92

第　３

（甲集会所）

男 88 61 69.32 27

女 69 63 91.30 6

計 157 124 78.98 33

第　４

（蛇浦公民館）

男 203 162 79.80 41

女 188 164 87.23 24

計 391 326 83.38 65

第　５

（桑畑公民館）

男 57 49 85.96 8

女 49 45 91.84 4

計 106 94 88.68 12

期　日　前

男 143 143 100.00 0

女 158 158 100.00 0

計 301 301 100.00 0

合　　　計

男 1,039 853 82.10 186

女 1,033 921 89.16 112

計 2,072 1,774 85.62 298



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら（3） 平成23年５月号

■風間浦村長選挙結果

■風間浦村議会議員一般選挙結果

開票作業のようす

投 票 者 数 1,774

有 効 投 票 数 1,753

無 効 投 票 数 21

得票数 党 派 候補者氏名 当　落

929 無所属 飯　田　浩　一 当

763 無所属 阿　部　利　行 落

61 無所属 大久保　利　夫 落

投 票 者 数 有 効 投 票 数 無 効 投 票 数

1,774 1,753 21

得票数 候補者氏名 当　落

258 菊　池　隆　年 当

258 杉　山　　　太 当

224 金　森　一　規 当

212 八　戸　義　之 当

206 能　登　勝　彦 当

182 平　井　賢　一 当

157 　島　敏　春 当

141 川　本　次　郎 当

115 木　下　秀　一 落
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風間浦村 財務４表 [ 連結会計 ] 公表
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①
事
務
主
幹

②
奥
戸
小
学
校

③
青
森
市
浅
虫

④
数
年
前
ま
で
10
年
間
も
中
学
校
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
と
は
少
し
お
こ
が
ま
し
い
感
じ
が

し
ま
す
が
、
心
機
一
転
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
改
め
ま
し
て
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
講
師　

３
・
４
学
年
担
任

②
大
湊
小
学
校

③
む
つ
市

④
下
風
呂
っ
子
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
精
一
杯
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
も
取

り
組
み
、
野
球
で
県
大
会
に
出
場
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
風
間
浦

の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
が
ん
ば
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

③
山
形
県
鶴
岡
市

④
山
形
か
ら
大
畑
町
に
来
て
16
年
に
な
り

ま
す
。
下
風
呂
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
元
気
で
明
る
く
、
い
つ
も
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

①
教
頭

②
脇
野
沢
小
学
校

③
風
間
浦
村
易
国
間

④
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
写
真
に
祖
父
の
顔

を
見
つ
け
、
当
時
と
か
わ
っ
て
い
な
い

黒
板
に
、
そ
の
前
に
立
つ
母
の
姿
を
思

い
出
し
、
母
校
で
勤
務
で
き
る
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
す
。
年
の
離
れ
た
後

輩
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　

１
・
２
年
複
式
担
当

②
大
間
小
学
校

③
風
間
浦
村
易
国
間

④
ま
さ
か
自
分
の
出
身
校
で
働
く
日
が
来

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
易

国
間
小
の
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
元
気
と
笑
顔
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
養
護
教
諭

②
大
間
小
学
校

③
む
つ
市

④
学
校
の
廊
下
が
鏡
の
よ
う
に
輝
い
て
い

る
蛇
浦
小
学
校
。
児
童
は
何
事
に
も
一

生
懸
命
取
り
組
み
、
先
生
方
は
児
童
の

能
力
を
も
っ
と
伸
ば
そ
う
と
奮
闘
し
て

い
る
。
ご
家
庭
・
地
域
は
学
校
を
ど
ん

と
支
え
、
そ
の
よ
う
な
素
敵
な
環
境
で

仕
事
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

紹
　
　
介

　この 4月から村内の小中学

校で勤務することとなった

方々を紹介します。

　　　　　　　①役職・担任

　　　　　　　②前任校

　　　　　　　③出身地

　　　　　　　④ひとこと

写
　
真

下

風

呂

小

学

校佐　藤　正　明

高　舘　幹　人

易

国

間

小

学

校山　口　順　子

山　本　節　子

川　島　いくみ

蛇

浦

小

学

校目　時　千鶴子
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①
臨
時
事
務

③
大
間
町

④
初
め
て
事
務
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
風
間
浦
村
と
い
う
と
て
も

素
晴
ら
し
い
環
境
で
児
童
と
共
に
成
長

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
校
長　
　
　

②
大
間
中
学
校

③
黒
石
市

④
一
度
は
勤
務
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
学

校
に
赴
任
で
き
て
本
当
に
幸
せ
で
す
。

保
護
者
の
宝
で
あ
り
、村
の
宝
で
あ
り
、

社
会
の
宝
で
あ
る
生
徒
を
、
校
歌
に
謳

わ
れ
て
あ
る
よ
う
に
聡
き
心
持
ち
、
学

び
鍛
え
、
友
愛
の
精
神
に
満
ち
た
生
徒

に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
１
学
年
副
担
任

②
む
つ
中
学
校

③
む
つ
市
大
湊

④
「
海
峡
の
山
む
ら
さ
き
に
鳥
帰
る
」
父

の
俳
句
習
作
集
の
一
句
目
が
こ
の
句
で

し
た
。
４
月
５
日
の
朝
、
こ
の
句
そ
の

ま
ま
の
光
景
を
、
風
中
の
玄
関
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
父
の
想
い
の
残

る
こ
の
風
間
浦
中
学
校
で
、
自
分
も
子

ど
も
達
と
た
く
さ
ん
の
よ
い
思
い
出
を

残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
３
年
１
組
担
任

②
大
畑
中
学
校

③
青
森
市

④
大
畑
中
学
校
よ
り
転
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
野
澤
新
乃
介
と
申
し
ま
す
。
教
科

は
国
語
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
実
社
会
で
生
き
て
い
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
愛
嬌
だ
け

が
取
り
柄
で
す
が
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

①
２
年
１
組
担
任

②
田
名
部
中
学
校

③
青
森
市

④
今
年
度
か
ら
風
間
浦
中
学
校
で
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
教
科
は
数
学
、
部
活
動

は
野
球
部
を
担
当
し
ま
す
。
不
慣
れ
な

点
も
多
い
で
す
が
、
生
徒
の
よ
り
良
い

成
長
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

②
下
風
呂
小
学
校

③
風
間
浦
村
下
風
呂

④
一
つ
で
も
多
く
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
事
務
主
事

②
大
間
小
学
校

③
青
森
市

④
大
間
小
学
校
よ
り
転
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
易
国
間
に
嫁
い
で
ま
だ
日
が
浅

く
不
慣
れ
な
点
や
分
ら
な
い
こ
と
も
多

い
で
す
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
森
県
徴
収
支
援
チ
ー
ム

　

風
間
浦
村
で
は
徴
収
支
援
チ
ー
ム
に

参
加
し
て
、
個
人
住
民
税
の
滞
納
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
４
月
22
日
、
下
北
地
域
県
民

局
県
税
部
主
査
芳
賀
暁
氏
に
風
間
浦
村

徴
収
吏
員
と
し
て
の
併
任
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
芳
賀
主
査
に
は
１
年
間

村
の
徴
収
業

務
に
あ
た
る

こ
と
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

風

間

浦

中

学

校 米　持　真　純工　藤　　　太

木　村　芳　徳野　澤　新乃介

鳴　海　　　大山　田　まり子

張　摩　ゆ　き

辞令を受け取る芳賀主査（右）
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民生委員・児童委員は、あなたの相談相手です。
民生委員・児童委員活動を周知するための強化期間は平成23年５月12日（木）～18日（水）
　民生委員・児童委員は、「広げよう　地域に根ざした　思いやり」をキャッチフレーズに、安全で安心
な福祉のまちづくりをめざしております。
　民生委員・児童委員は、皆様の立場に立ち、親身になって相談にのります。
　　◎生活の不安　　　　　　　　　　◎介護に関すること　　　　　　　◎障害者福祉に関すること
　　◎児童・子育てに関すること　　　◎振り込め詐欺に関すること　　　◎悪徳商法に関すること
　　　※「主任児童委員」は児童に関する相談・支援をします。
　　　※上記の内容にかかわらず、困ったことがあったら、ご相談ください。
【地区民生委員】
　下風呂地区　　木　村　　　正　　　高　佐　八重子　　　佐　藤　健　介
　桑 畑 地 区　　嘉　賀　道　代　　　
　易国間地区　　横　谷　康　子　　　林　　　喜美子
　蛇 浦 地 区　　蛸　嶋　正　男
【主任児童委員】
　全　地　区　　熊　谷　幸　子　　　平　嶋　栄　子
　　　　※お近くの民生委員・児童委員にご相談ください。

【身体障害者巡回審査及び更生相談のお知らせ】
　例年実施しております身体障害者巡回審査及び更生相談が、下記日程のとおり実施されます。

実施月日 診療科目 場　　所 時　　間

７月５日（火） 耳　鼻　科 下北文化会館 午　前　中

７月11日（月） 整 形 外 科 むつ市民体育館 午　前　中
※　申込み方法、当日の受診時間等については、後日、毎戸配布にてお知らせいたします。
※　詳細につきましては、村民生活課　福祉グループ　（電話　35－3111）までお問い合わせください。

【知的障害者巡回相談のお知らせ】
　行政による援護の適切な実施の支援及び知的障害者の皆さんの援護の利便を図るため、巡回相談が実
施されています。
　①　実施機関　　青森県障害者相談センター
　②　対 象 者　　村内に居住している18歳以上の知的障害者及びこれに準じる方。
　③　相談内容　　⑴　愛護（療育）手帳に関すること
　　　　　　　　　⑵　職親委託及び職能に関すること
　　　　　　　　　⑶　その他生活全般の相談に関すること
　　　　　　　　　⑷　市町村等による援護の実施に必要な情報を収集し提供すること
　　　　　　　　　⑸　市町村等の援護に対する専門的・技術的支援に関すること
　④　相談・判定にあたる者　　青森県障害者相談センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　医師、心理・職能判定員、知的障害者福祉司
　⑤　日程

相　談　日 時　間　・　場　所
平成23年　５月18日（水） いずれも『下北文化会館』　　

午前９時30分から午後４時まで ※　申込みは、随時受け付けして
おります。

　　　　　９月16日（金）
　　　　　12月14日（水）
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「女性の健康相談」　を行っています
　むつ保健所では、女性のための健康相談を毎月１回行っております。
　思春期から更年期まで、女性特有の身体的特徴によるさまざまなトラブルや気がかりなこと、心身に
わたる悩みなどについて保健所の保健師が相談に応じます。

相談内容
　・思春期の悩み　　　・妊娠や出産、育児についての悩み　　　・不妊に関する一般的な相談
　・婦人科疾患、更年期障害についての悩み　　　・性感染症を含め女性の心身の健康に関する相談
日　　程
　毎月第３木曜日（時間は午前10時～ 12時まで）
　４月２１日（木） 　５月１９日（木） 　６月１６日（木）
　７月２１日（木） 　８月１８日（木） 　９月１５日（木）
１０月２０日（木） １１月１７日（木） １２月１５日（木）
　１月１９日（木） 　２月１６日（木） 　３月１５日（木）

場　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　料　　金
むつ保健所（むつ市大湊新町11－６）　　　　無料（事前予約も不要です）
その他
　・保健所では「青森県特定不妊治療費助成事業」の申請受付をしています。
　・この事業は、医療保険が適応されず、高額な医療費がかかる特定不妊治療（体外受精・顕微授精）

の経済的負担を軽減するため、治療に要した費用の一部を助成するものです。
　・助成を受けるには、条件がありますので、保健所にお問い合わせください。
問い合わせ先
　下北地域県民局地域健康福祉部　保健総室（むつ保健所）　健康増進課　電話：0175－24－1231

平成23年度飼い犬の登録と狂犬病予防集合注射
　村では、年１回生後３ヶ月を過ぎた飼い犬を対象に、登録申請の受付と狂犬病予防集合注射を実施し
ております。該当する犬を所有または、管理している方は、下記の都合の良い場所で、指定料金を持参
のうえ、必ず済ませるようにして下さい。
　もし、登録等を受けずに放置すると、狂犬病予防法により処罰の対象となりますので十分注意して下
さい。

記

１．日　　　時　　　平成23年５月18日（水）

２．料　　　金　　　集合注射料　　２, ４５０円　　　　注射済票料　　　　５５０円
　　　　　　　　　　登録手数料　　３, ０００円　　　　合　　　計　　６, ０００円

※すでに登録済みの場合は、集合注射料・注射済票料の３, ０００円となります。

３．場所・時間
午　　　前 午　　　後

蛇 浦 旧 組 合 前 ９：00 ～９：30 下 風 呂 公 民 館 前 13：00 ～ 13：20
蛇 浦 消 防 屯 所 前 ９：35 ～９：50 叶 澤 民 宿 前 13：30 ～ 13：40
カ ー ヒ ロ イ ッ ク 前 10：00 ～ 10：10 松 野 重 昭 宅 前 13：45 ～ 13：55
旧 易 国 間 診 療 所 前 10：15 ～ 10：30 森 脇 商 店 前 14：00 ～ 14：15
役 場 前 10：35 ～ 11：15 坂 口 勇 一 宅 前 14：20 ～ 14：30
桑 畑 地 蔵 堂 前 11：20 ～ 11：35 岩 塚 則 晶 宅 前 14：35 ～ 14：45

太 田 弘 宅 前 14：50 ～ 15：00
畠 山 商 店 前 15：05 ～ 15：15

■問合せ先　役場村民生活課　☎３５－３１１１
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自動車・自動車取得税の減免について

◆むつ科学技術館だより◆

東日本大震災義援金に
ご協力ありがとうございます。

【内閣総理大臣名の書状を贈呈します】
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）
手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい
る方またはその方と生計を一にする方もしくは常
時介護者が、これらの手帳の交付を受けている
方の生業、通院、通学などのために自動車（営業
用の自動車を除きます。）を利用している場合で、
その障害の程度や自動車の使用状況などが一定の
条件に該当するときには、申請により自動車税・
自動車取得税の減免を受けることができます。
　なお、減免となる額については、次のとおり上
限額が設けられています。
　○自動車税の上限………税額４５，０００円
　○自動車取得税の上限…課税標準額２５０万円
　　　　　　　　　　　　（障害者用の特別の仕

様による装置の取付
費用を除く。）

　また、既に減免を受けている場合には、５月に
東青地域県民局県税部から前年度の申請内容が記
載された「自動車税減免予定通知書」が郵送され
ますので、記載内容に変更・誤りがないか確認し
てください。申請した内容に変更があった場合は、
申請事項の変更の手続きが必要です。
　自動車税等の減免に関する詳細については、下
記までお問い合わせください。
■問合せ先　下北地域県民局県税部
　　　　　　　☎２２－８５８１　内線211、210

【ゴールデンウィークイベント開催!!】
　５月３日（火）から８日（日）まで、ゴールデ
ンウィークイベントを開催します。５日（木）の
こどもの日は中学生以下のお子様は無料でご入館
いただけ、また先着でプレゼントも差し上げます。
ちびっこ工作教室やコミュニケーションシアター
でのビデオ上映、理科実験・観察などの企画もご
用意してお待ちしておりますので、ご家族やお友
達と一緒に、ぜひ遊びに来て下さいね！

【つくってたいけん工作教室のご案内】
　当館では、毎週土・日曜日、祝日に入館料のみ
で参加できる“つくってたいけん工作教室”を開
催しています。小学生なら10 ～ 20分ほどで作れ
る工作で、メニューは２ヶ月ごとに変わります。
ぜひ、参加して下さいね。
　４・５月の工作は『風船ロケットをつくろう！』
です。（但し、５月３日～８日はゴールデンウィー
クイベントのため除く。）
※詳しい時間帯を知りたい
　方は、当館へお気軽にお
　問い合わせ下さい。
■問合せ
　むつ科学技術館　Te l ２５－２０９１
　　　　　　　　　Fax ２５－２０９２
　《URL》http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　３月11日に発生し多大な被害を及ぼした地震災
害に対し、村内各施設に募金箱の設置、また、日
本赤十字風間浦奉仕団各分団において義援金のご
協力をお願いしましたところ、多くの皆様の温か
いご理解とご協力により４月20日をもちまして、
１,036,472円の義援金が集まりました。
　皆様のご厚志に心から厚くお礼申し上げます。
　ご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通
じまして、被災地へ送らせていただきます。
　なお、村では引き続き役場窓口、げんきかん、
診療所に募金箱を設置していますので、皆様のご
協力をお願いいたします。

　　　　　日本赤十字社青森県支部風間浦村分区

請求期限が２年延長され、
平成２5年３月31日までとなりました。
　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は
戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事さ
れた旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍
看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対して、
その御労苦に報いるため内閣総理大臣名の書状を
贈呈しております。

　詳しくは下記お問い合わせ先までご連絡くださ
い。

◆御本人またはご家族などからのご連絡をお待ち
しております。

【問い合わせ先】
〒100－8926
　東京都千代田区霞が関２－１－２
　　　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当
　　　電 話　０３－５２５３－５１８２（直通）
　　　FAX　０３－５２５３－５１９０

　総合福祉センターげんきかん　福祉グループ
　　　電 話　０１７５－３５－３１１１
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　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方すべてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなったり、受けられなくなる場合があります。
また、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、亡くなられたときには、障害基礎年金や遺族基礎年金が
支給されなくなるおそれがあります。
　次のようなときには、お住まいの市区町村役場への届出が必要です。届出を忘れずに行って、あなたの大
切な年金の権利を守ってください。
20歳になったとき
　厚生年金や共済組合に加入していない方が、20歳になったときは、国民年金の第一号被保険者になります
ので、市区町村役場に「国民年金被保険者資格取得届」を提出します。
会社を退職したとき
　会社などに勤めていて、厚生年金や共済組合に加入している方は、国民年金の第二号被保険者になってい
ます。
　第二号被保険者の方が20歳になる前に、会社などを退職したときは、国民年金の第一号被保険者になりま
すので、市区町村役場に「国民年金被保険者種別変更届」を提出します。
被扶養配偶者の方の収入が増えたとき
　会社などに勤めて、厚生年金や共済組合に加入している方の被扶養配偶者の方（20歳以上20未満の方に限
ります）は、国民年金の第三号被保険者になっています。
　第三号被保険者の方のパート収入などが130万円以上になったときは、被扶養配偶者でなくなり、第一号被
保険者になりますので、市区町村役場に「国民年金被保険者種別変更届」を提出します。
被扶養配偶者の配偶者が退職したとき
　配偶者の方が退職して、厚生年金や共済組合の加入者でなくなると、それまで国民年金の第三号被保険者
だった方は、被扶養配偶者でなくなり、第一号被保険者になりますので、市区町村役場に「国民年金被保険
者種別変更届」を提出します。
　※　第三号被保険者の方が離婚したときにも、第一号被保険者になるための手続きが必要です。
　※　老齢厚生年金等を受ける権利をもっている配偶者の方が六五歳になって第二号被保険者でなくなった

ときも、それまで第三号被保険者だった方は、第一号被保険者になるための手続きが必要です。
　●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき

免除制度などをご利用してください
　平成23年度の国民年金の第一号被保険者の保険料は、月額15,020円です。
　国民年金の保険料を納めることが経済的に困難なときには、免除制度や学生納付特例制度があり、市区町
村役場または年金事務所への申請手続きによって、保険料の納付が免除されたり猶予されたりして、保険料
の未納を防止できることになっています。
ご相談先は
　詳細は、お住まいの市区町村役場、年金事務所または「ねんきんダイヤル」（0570－05－1165・一般の固定
電話では、市内通話料金でご利用できます）へお問い合わせください。
　※　携帯電話で「ねんきんダイヤル」をご利用されると、通話料は全額お客様のご負担になります。

年金
だより

国民年金の届出・手続きを必ず
行ってください

事　　　　　　項 国民年金の種別

20 歳になったとき 年金未加入→第１号被保険者

会社を退職したとき 第２号被保険者→第１号被保険者

第３号被保険者のパート収入が増
えたとき、配偶者が退職したとき、
離婚したとき

第３号被保険者→第１号被保険者
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平成23年度社会福祉協議会当初予算
（補助・受託事業および介護保険事業総括）

【経常支出】 （単位：千円）
科　　　目 23年度 22年度 増　減

人 件 費 44,616 43,383 1,233 
事 務 費 3,501 3,540 －39 
事 業 費 8,277 8,014 263 
貸 付 事 業 等 支 出 500 500 0 
助 成 金 348 348 0 
分担金・負担金支出 96 96 0 

【Ｂ】経常支出計 57,338 55,881 1,457 

A－B（経常活動資金収支差額） 59 518 －459 
福祉基金積立預金支出 30 20 10 
備品積立預金支出 28 0 28 
当期資金収支差額 1 498 －497 

※１：経理区分間繰入金収入・支出（内部取引）は含まず。

【経常収入】 （単位：千円）
科　　　目 23年度 22年度 増　減

会 費 収 入 875 875 0 
寄 附 金 50 20 30 
風 間 浦 村 補 助 金 13,897 13,713 184 
風 間 浦 村 受 託 金 378 930 －552 
その他補助・受託金等 1,258 626 632 
事業収入（非介護保険） 144 420 －276 
貸 付 事 業 等 収 入 385 385 0 
共 同 募 金 配 分 金 405 495 －90 
負 担 金 収 入 20 20 0 
介 護 保 険 収 入 39,350 38,833 517 
雑収入・その他の収入 620 75 545 
受 取 利 息 配 当 金 15 7 8 
積立預金取崩収入 0 0 0 

【Ａ】経常収入計 57,397 56,399 998 
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　近年、女性特有の疾患にかかる方が増えてきています。特に乳がんは急増し、2005年には全国で
５万人以上の方が乳がんになっているとの報告もあります。2009年には乳がんで亡くなった人は
12,000人以上、子宮がんで亡くなった人は5,000人以上と、女性の方が最も注意すべき病気となっ
ています。
　この状況を受けて「ピンクリボン運動」という活動が行われていることをご存知でしょうか？こ
の運動は一般の方々にも乳がんの正しい知識を広め、乳がんの早期発見のため検診受診等を推進す
る運動です。若い世代にもこれらの病気は増えつつあります。正しい知識を持ち、早期発見できる
ようにしましょう!!

・子宮の入り口にできるがんを「子宮頸が
ん」、子宮の中にできるがんを「子宮体が
ん」という。
・子宮頸がんの多くはＨＰＶウィルス（ヒト
パピローマウィルス）が原因であり、ワク
チンの接種と定期的な健診受診で予防・早
期発見が可能。近年若年層に多く見られ
る。

検査方法
　子宮内膜の粘膜を採取し、細胞ががんに
なっているかどうか調べる。

健　康　だ　よ　り
女性特有の病気について

村では毎年婦人科検診を　　　　
　　　　　　　実施しています !!

・乳房の中にある乳腺という組織や乳管とい
う部分が癌になる病気です。
・現在女性の死亡原因第４位
・リンパ腺などが近く、他の臓器に転移する
ことも多い。
検査方法
・マンモグラフィ検査
　　乳房をプラスチックの板にはさみ、レン
トゲン撮影する方法。
・視・触診
　乳房の形を見たり、しこり等がないかどう
か調べる方法

乳 が ん 子宮がん

今年度の日程：平成23年６月６日（月）　　 受付時間　12：30 ～ 14：00
場　所：総合福祉センター「げんきかん」検診室
対象者：①乳 が ん：30歳以上の女性（ただし、40歳以上の方で昨年度受診し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た方は除く）
　　　　②子宮がん：20歳以上の女性

※今年度も村の検診は無料です! !

※詳しくは毎戸配布チラシを
ご覧下さい　　　　　　
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6月27日（月）より戸籍電算化がスタートします

　

４
月
17
日
、
磯
体
験
漁
場
に
お
い
て
、

蛇
浦
小
学
校
全
児
童
と
そ
の
父
兄
及
び
地

域
住
民
が
多
数
参
加
し
て
「
か
ま
や
ふ
の

り
採
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
が
差
し
て
暖
か
く
な
っ
た

り
、
時
折
強
く
風
が
吹
い
た
り
し
ま
し
た

が
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
児
童

た
ち
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
む
し
り
取
っ
て

い
き
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
参
加
し
た
１

年
生
も
「
い
っ
ぱ
い
と
て
れ
た
の
し
か
っ

た
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
と
お
り
、

昨
年
を
は
る
か
に
上
回
る
８
３
７
㎏
を
水

　

４
月
17
日
、
易
国
間
小
学
校
で
易
国
間

と
桑
畑
の
磯
体
験
漁
場
に
お
い
て
ふ
の
り

採
り
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
と
そ
の
父
兄
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
今
回
の
体
験
学
習
で
は
、
昨
年
よ

り
も
多
く
水
揚
げ
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

児
童
た
ち
は
す
ご
く
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

易
国
間
小
学
校
で
は
、
乾
燥
さ
せ
て
漁
協

へ
出
荷
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の

く
ら
い
の
収
獲
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ふのり採り体験ふのり採り体験
８
３
７
㎏
を
収
獲

＝
蛇
浦
小
学
校
＝

昨
年
よ
り
も
多
く
採
れ
た
！

＝
易
国
間
小
学
校
＝

揚
げ
し
、
生
の
ま
ま
で
漁
協

へ
出
荷
し
ま
し
た
。

　

過
去
最
高
の
水
揚
げ
を
記

録
し
た
今
回
の
ふ
の
り
採
り

は
、
一
生
懸
命
採
っ
た
成
果

で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
を
し

て
い
る
児
童
た
ち
は
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
と

思
い
ま
す
。

水洗いして乾燥させるため校庭いっぱいに広げる児童

カゴいっぱいに詰め込んで喜ぶ児童

慣れた手つきで一生懸命採る上級生

　これに伴い、戸籍の氏名の誤字などを解消します。
　戸籍の文字は、常用漢字・人名漢字及び漢和辞典に掲載されている文字で記載することになっています。
これまでの戸籍の中の手書き処理のもので、書き癖等により氏名の文字が誤字や異なる字体で記載されて
いる場合は、漢和辞典などにある正しい文字に置き換えてコンピュータに記録されます。該当される方に
は、５月下旬に文書でお知らせいたします。
　みなさんのご理解とご協力をよろしくお願いします。
■問合せ　風間浦村役場　総務課　総務グループ　☎３５－２１１１

　村では、戸籍事務の迅速化、簡素化及び行政サービスの向上を図るため、コンピュータによる新シス
テムを導入し、戸籍事務を行います。

いっぱい採ることができたと喜ぶ児童
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山菜採りの遭難を防止しよう 警察官Ａ（大卒）を募集します
～求む！君の勇気と正義感～

　春になると各地の山々は、山菜採りの入山者で
賑わいますが、毎年、遭難が後を絶たず、中には
尊い命を失う場合もあります。平成22年の山菜採
りの遭難状況を見ると、前年との比較で、発生件
数は23件で６件減少、遭難者は29人で８人減少し
ているものの、死者は４人で２人（前年行方不明
者１人含む）増加しています。
■平成22年の山菜採り遭難の特徴■
○タケノコ採りの遭難が多発
○高齢者の遭難が多発
○遭難の原因は「道迷い」が圧倒的
■遭難防止のためのアドバイス■
○山に出かける前に…
　・できるだけ２人以上で出か

ける。
　・家族などに行き先や帰宅予

定時間を知らせる。
　・万一に備え、水・食料・ラ

イター・雨具・コンパス・
携帯電話などを持つ。

　・体調の悪い時や悪天候の時
は、絶対に無理をしない。

○山に入るとき、山に入ったら…
　・集合場所の目印となる大木、木等にラジオを

固定し活用するなど、目標物を定める。
　・お互いに声を掛け合い位置を確認する。
　・急斜面や崖など、危険な場所は避ける。
　・集合時間を必ず守り、早めの下山を心がける。
○万一、迷ったら…
　・日没後は歩き回らず救助隊を待つ。
　・ヘリコプターの音が聞こえたら、見通しの良

い場所でタオルなどを振って合図する。

　青森県人事委員会及び青森県警察本部では、警
察官Ａの採用試験を行います。採用予定人員、受
験資格等は次のとおりです。
■受 付 期 間　５月30日（月）
　　　　　　　　～６月24日（金）
■第１次試験　７月10日（日）
■試 験 場 所　青森市
試験種別 採用予定人員 受 験 資 格

警察官Ａ
（男性） 未　定

　昭和54年４月２日以降
に生まれた者で、学校教
育法による大学（短期大
学を除く。）を卒業した
者または平成24年３月31
日までに大学を卒業する
見込みの者。

警察官Ａ
（女性） 未　定

　なお、警察官Ａ（男性）のみ、警視庁、埼玉県、
千葉県、神奈川県及び静岡県の警察官を志望する
人も同時に受験することができます。（受験資格
は志望する都県によって異なるので、それぞれの
都県にお問い合わせください。）また、受験資格
等は変更になることがありますので、詳細につい
ては、それぞれの試験案内で確認してください。
■受験手続・その他の問い合わせ先
　青森県警察本部警務課採用係
　☎017－723－4211
　（内線2664～2666）
　または県内各警察署

３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震を気遣い、毎年交流事業を実施して
いる同志社中学校（京都市）からメッセージが届いていますので、紹介します。　

風
間
浦
中
学
校
の
皆
さ
ん
へ

　

こ
の
度
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
、
大

き
な
震
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
風
間
浦
中
学
校
の
皆

さ
ん
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報
道
に
よ
っ
て
、
東
北
地

方
に
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
が
発
生
し
、
大
き

な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
津
波

が
み
る
み
る
う
ち
に
家
や
車
や
畑
を
飲
み
込
ん
で
い

く
映
像
を
、信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
見
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
交
流
を
し
続
け
て
い
る
風
間
浦
中
学
校
の
あ

る
風
間
浦
村
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
報
道
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
れ
て
い

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
風
間
浦
村
は
海
沿
い

の
村
で
あ
り
津
波
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
副
校
長
よ
り
現

在
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
聞
き
、
少
し
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
き
な
余
震
が
今
も
ま
だ
続
い
て
い
る

よ
う
で
、
不
安
な
時
を
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
遠
く
で
心
配
す
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
、
早
く
地
震
活
動
が
収
ま
り
ま
す
よ

う
に
、
ま
た
、
一
日
も
早
く
安
心
し
て
毎
日
が
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
二
年
生
の
皆
さ
ん

に
続
い
て
、
来
年
の
秋
に
は
現
在
の
一
年
生
の
皆
さ

ん
と
い
つ
も
通
り
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。

　

東
北
地
方
は
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
大
変
と
は
思
い

ま
す
が
、
ど
う
か
身
体
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
五
日

同
志
社　

中
学
校　
　
　
　
　

生
徒
会
長　

石
塚　

廉

平成23年1月で、青森県山岳遭難防止対策協議会
の支部が県下18警察署全てに設立され、山岳遭難
防止活動・捜索活動等の強化がなされました。
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ニューフェイスの紹介②

笹　谷　清　秀

五十洲　ひなた ちゃん

（保護者　博）

　これからも、歯を大切にしてね

　毎日、父と鏡の前で歯みがきしています。

仕上げは母です。

　いつもありがとう♪

　下北地域広域行政事務組合消防本部の人事交流に

より、この4月から当村で勤務することとなった方

を紹介します。

①
前
勤
務
地　

大
間
消
防
署

②
出 

身 

地　

大
間
町
奥
戸

③
担
当
業
務　

警
防
係

④
大
間
消
防
署
よ
り
人
事
異
動
で
風
間
浦

消
防
分
署
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
笹
谷
で
す
。
地
域
住
民
の
安
心
安

全
を
守
る
た
め
微
力
な
が
ら
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　今までの地上アナログ放送から地

上デジタル放送に移行される７月24

日まで、残すところ２か月余りとな

りました。

　風間浦村では、平成21年度より地

上デジタル放送を視聴するための機器を購入された世帯に

対して助成金を交付しておりましたが、３月の大地震の影

響で物流が停滞したことを受け、助成金の申請期限を、平

成23年７月31日まで延長することとしました。

　助成対象者、助成金額及び助成対象経費については変更

ありません。申請忘れや、地デジ環境未整備の方が対象で

す。※過去に申請して既に助成金を受領された方は対象外

となります。助成金制度の詳細についてはお問い合わせく

ださい。

■問合せ先　役場 総務課 企画財政グループ　☎35－2111

戸 籍 の 窓
●お誕生おめでとう

●お悔やみ申し上げます

（３月届出分）

中　塚　千
ち

桜
お

子
こ

 ちゃん（将行）　蛇　浦

大　西　正
まさ

　希
き

 く　ん（正志）　下風呂

岡　村　友　江 さ　ん   （87歳）　易国間

（３月末現在）

私たちの村の人口

　男　　1,229人　（先月比－６人　）

　女　　1,219人　（　〃　－６人　）

　計　　2,448人　（　〃　－12人　）

世帯数　1,041世帯（　〃　－４世帯）

虫歯がゼロだった　
子どもを紹介します

地デジ助成金制度の期間を延長！
平成 23 年７月末まで


